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《特集》「生命現象の“見える化”を支える分析化学」企画にあたって

“見えなかったものを見えるようにする”，“測れなかったものを測れるようにする”，“分けられなかったもの

を分けられるようにする”は分析化学研究の根幹です。これらの指針に基づいた計測手法の革新と解析手法の確

立によって，新たな化学機構の発見や反応メカニズムの解明がなされ，産業や医療に大きく貢献してきました。

近年，生命現象は DNA の遺伝情報をもとにしたタンパク質合成による遺伝子の発現というイメージが一般にも

広がるとともに，細胞と細胞，あるいは臓器と臓器がさまざまな物質伝達を介して相互作用していることが明ら

かになっています。生命の営みを維持する活動を分子レベルで解き明かしてきたのは分析化学的アプローチによ

る“可視化”であることは言うまでもありません。

昨今の新型コロナウイルス禍によって一般ニュースで感染者数が報じられていますが，これは人類史上最も精

確かつ全世界規模で広範囲な感染症に関する統計数値とみなすことができます。これらの数値データに対して地

域ごとの生活習慣や慣習に基づく社会的要因や人種ごとの遺伝子的要因をパラメータとして包括した解析を適用

することで，感染拡大防止策や効果的な治療法の模索が報じられています。本特集では，生命現象を分子レベル

で可視化する分析手法に加えて，膨大なデータの統計的処理から新たな相関を見いだす解析手法を合わせて“見

える化”と題して，各分野におけるここ数年の進歩と今後の展望について専門家に解説をお願いいたしました。

大変幅広い研究領域であるため本特集だけで満遍なくカバーしているわけではありませんが，本紙読者の興味を

引くとともにさらなる研究の進展に少しでも寄与することを期待します。
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